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PACS は Picture Archiving and Communication System の略称で、1980 年代初頭に提唱されはじめ
ました。PACS はデジタル化された医用画像運用が前提です。医用画像の中でも単純 X 線撮影や断層・
造影を伴う X 線撮影画像(以下 X 線画像)は CT、MRI のように最初からコンピュータによる再構成画像
を使用していたモダリティとは異なり、光学的にフイルムに感光して現像処理されたアナログ画像を、
全く原理の異なる技術によるデジタル化が必要でした。富士フイルムは PACS 提唱時期とほぼ同時期の
1983 年に FCR(Fuji Computed Radiography)を発売開始し、当時モニター診断が実施されてはいませ
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図 1  PACS の変遷 
 
3.PACS 導入時の留意点 






② システム運用期間と基盤 OS 等のサポート期間 
システム運用期間中の基盤 OS やプラットフォームのサポート継続性。対象ベンダーがこれらのサ





















図 2 サーバー構成と特性 
































れています。図 3 はそのシステム例ですが、PACS をはじめとして、診療ドキュメント、内視鏡システ
ム、3D システム、循環器システム等の画像・レポート・診療録を時系列で参照できます。このような

























 富士フイルムは 2005 年に医療施設間で診療予約ができるネットワーク医用サービスとして「C@Rna 
(カルナ)」を発売開始し(現在は C@RNA Connect に改称)、医療機関の方々とともに医療連携の実現を












レージへの期待感が高まっています。富士フイルムは 2005 年の C@Rna システムに始まり、2011 年か
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院内診療、医療連携に利用される様々なシステム・機能を追加強化してまいりました。その結果、
「SYNAPSE」は単なる PACS ではなく、富士フイルムのご提供する医療 IT ソリューションを表現す































図 5  医療 IT ソリューション SYNAPSE 
 
